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本 報 告 の 趣 旨

これまでの活動では、木材利用による企業価値向上に向けて、事例や木材利用の意義をとりまとめた

本報告では、消費者の志向と企業の取組み動向を照合し、業種別に効果的な木材利用促進施策を提示する

本報告の趣旨
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⽊ 材 利 ⽤ 促 進 は な ぜ 重 要 ？

制度⾯の整備

森林環境税導⼊、⽊材利⽤促進法改正、公

共施設⽊質化推進など政策的⽀援が拡充

背 景

気候変動対策：CO ₂吸収・固定による温室効果ガス削減

循環型社会：持続可能な資源利⽤の実現

地域経済活性化：林業振興・雇⽤創出

健康・快適性：⽊材空間による⼼理的・⽣理的効果

社会的背景（木材利用の意義）

消費者の価値認識は多様化しており、対象に応

じた精緻なコミュニケーション設計が不可⽋

課題
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データソース
ウッドデザイン賞アンケート調査
*調査期間：2022年〜2024年
企業の有価証券報告書分析
*調査期間：2024年5月〜2025年5月

調 査 の目 的 ・ 分 析⼿ 法

因⼦分析：意識構造の抽出
重回帰分析：属性による差異
相関分析：空間別価値認識

分析⼿法

本調査で明らかにすること

①消費者の価値志向の潜在構造 ②属性・空間による優先価値の違い ③業種別の実効的な施策案

消費者の木材利用に対する価値志向の潜在構造を抽出し、個人属性や利用空間ごとの優先価値を定
量化。企業の取組み動向と照合し、業種別に効果的な木材利用促進施策を提示する。
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消費者の価値志向の潜在構造
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化学物質を含まない⾃然素材、ダ

ニ抑制効果への期待

安⼼健康志向

調湿性・断熱性など優れた性能に

よる⽣活快適性

快適居住性志向

消 費 者 の価 値志 向 ： ⽊材 利 ⽤ 意 識 の 明確化

⼿触り・⾹りなど五感に訴える魅

⼒

感性志向

地球温暖化防⽌・⽔源保全への貢

献

環境貢献志向
⾃然素材そのものへの好意・価値

観

⾃然由来志向
地域振興・林業成⻑への貢献意識

地域・林業志向

ナチュラルで安らぐデザイン性の

重視

デザイン志向

抽 出 さ れ た 7 つ の 志 向
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属 性 に よ る ⽊ 材 利 ⽤ 意 識 の 違 い

年代別の特徴

20〜50代：「感性志向」「デザイン志向」
が相対的に低い

性別による違い

→ 住宅購⼊・⼦育て世代であるが、感性
的価値への評価が弱い

⼥性：「感性志向」「安⼼健康志向」が有
意に⾼い

→ 温かみ・⾹り・健康効果への強い共感

⾮関係者と⽐較して、ほぼ全ての志向で有意に⾼い評価
特に「地域・林業志向」「環境貢献志向」で顕著な差

⽊ 材 ・ 林 業 関 係 者 の 特 徴

生活様式や職業経験、教育機会といった要因の解明が課題
非属性的な要因も影響
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商業施設・カフェでの⽊質空間増設

住宅取得時の⽊質内装インセンティブ

⽇常的な体験機会の創出

2 0 〜 5 0 代 向 け

属 性 別 ア プ ロ ー チ 戦 略

課題：感性的評価が 弱い

医療・⾼齢者施設での⽊質内装

温熱環境・⼼理的安定性訴求

リフォーム補助⾦⽀援

⾼ 齢 層 向 け
強み：健康・快 適性へ の関⼼

五感に訴える製品開発・PR

インテリア雑誌・SNS活⽤

視覚的・感覚的価値の強調

⼥ 性 向 け
強み：感性・健康志 向が⾼い

CO₂削減量・調湿効果データ提⽰

DIY・アウトドア市場での展開

機能性・環境貢献の数値化

男 性 向 け
特徴：論理的・客観的価 値重視

10



空間による

優先価値の違い

02
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安⼼健康志向：利⽤者の安心・安全
⾃然由来志向：教育的・社会的意義

感性志向：五感的価値（⼿触り・⾹り）
精神的充⾜感・快適性

空 間 別 の 価 値 認 識 と 訴 求 ポ イ ン ト

公共的空間
（学校・図書館・病院など）

私的空間
（⾃宅・宿泊施設など）

効果的な訴求⽅法

科学的データや実証事例を交えた具体的な効果の伝達
例：病院待合室での⽊材利⽤によるストレス軽減効果

効果的な訴求⽅法

体験イベントや美しいビジュアルでの感性的訴求
例：住宅展⽰場での五感体験、⽊質空間の宿泊体験

重視される価値 重視される価値
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03
業種別の実効的な施策案
どの業種がどのターゲットに木材利用の

意義を伝えると効果的か
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⽊造・⽊質建築の推進

国産材・認証材利⽤

資材の安定調達

建設業・不動産業

国際的なリスク管理

持続可能な木材調達

林業・加工会社への事業投資

卸売業

業 種 別 ⽊材 利⽤ の 取 り組 み 傾 向

⽊材由来新素材開発

CNF等⾼付加価値製品

リサイクル技術導⼊

化学・パルプ・紙

PB商品での認証材利⽤

エシカル消費選択肢提供

⽊材販売・体験機会創出

⼩売業
ESG投融資⽅針策定

金利インセンティブ

地域創⽣への貢献

⾦融・保険業
⽊質バイオマス発電

未利⽤材活⽤

地域連携・雇⽤創出

エネルギー業
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「感性」と「安心健康」体験型展示場

安全性能（耐震・耐火）の⾒える化

「環境貢献」と「地域活性化」強調

建 設 業 ・ 不 動 産 業

業 種 別 ⽊ 材 利 ⽤ 促 進 施 策 案 （ 1 / 2 ）

ターゲット：住宅購⼊者

・公共施設管理者

認証・合法材等の可視化。顧客の「環

境貢献志向」支援

国産材流通網構築で顧客の「地域・林

業志向」を支援

卸 売 業 （ 商 社 ）
ターゲット：メーカー

・⼩売業・投資家

CNF等新素材の環境貢献をアピール

「快適居住性」を高める機能性建材開発

「感性」「環境貢献」を科学的データとと

もに発信

化 学 パ ル プ 紙 製 造 業
ターゲット： B t o B顧客

・消費者・国際市場

エシカル消費を促す表⽰

DIYワークショップ等体験提供

「地域・林業志向」を育む地域 

材ストーリーの可視化

⼩ 売 業
ターゲット：⼀般消費者
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「グリーンローン」の提供

ESG評価への組み込み

地域林業・木材産業向けファイナンス

⾦ 融 ・ 保 険 業

業 種 別 ⽊ 材 利 ⽤ 促 進 施 策 案 （ 2 / 2 ）

ターゲット：⽊材関連事業者

・地⽅⾃治体

未利⽤材活⽤と「地域貢献」見える化

発電所⾒学ツアー開催

「⽊材由来電⼒」選択プラン提供

エ ネ ル ギ ー 業
ターゲット：地⽅⾃治体

・消費者
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提言と今後の展望
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木 材 利 用促 進 に 向 け た提 言と 今 後 の展 望

体験機会の創出
公共空間では健康・安全・地域貢献、私

的空間では感性・快適性をアピール。科

学的データ、実証事例、製品のストーリ

ーで効果的な情報提供を徹底

多⾓的価値の情報発信
サプライチェーン全体での連携により、

循環的な施策効果を創出。異業種間協業

を促進

業種連携の強化

3 つ の 提 ⾔

若年層向けの五感体験型イベントを積極

実施。住宅展⽰場・商業施設でのワーク

ショップで木材の温かみ、香りを体感さ

せ、意識を行動へ

木材利用促進には、科学的な意識分析に基づくターゲット別戦略

と、業種を超えた連携による包括的なアプローチが不可欠である。

今後の展望
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THANK YOU!
あ り が と う ご ざ い ま し た
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